
1 問題と目的

これまでに、筆者らの研究グループは、新入生を対

象としたアンケートの中から大学および学科選択への

満足度を取り上げ、継続的に成果を発表してきた。こ

こでの満足度とは、「中部大学に入学し、現在の学科

を選んだことについてあなたの気持ちは」という質問

に対し、「満足である」から「不満である」までの５

段階で回答された内容のことを指す。

たとえば、小塩・願興寺・桐山（2006）では、学部

別の満足度の得点を検討し、経営情報学部新入生の満

足度がやや低いことを示した。小塩・願興寺・桐山

（2008a）では、人文学部全体および学科ごとに、200

7年度新入生までのデータを用いて、学科選択理由が

満足度に及ぼす影響を検討した。小塩・願興寺・桐山

（2008b）では、分析対象を1998年度から2008年度に

おいて全学部・学科へ入学した新入生に広げ、分析を

行った。

山田（2009）は、全国の国公私立大学生を対象とし

た調査から、およそ８割の大学生が自分の所属大学に

対して満足感を抱いていること、設備面での満足感が

高い学生が多い反面、教育システムや進路支援などソ

フト面での満足感が高い学生は少ない傾向にあること

を明らかにした。このように、大学においてどの程度

満足であると感じるかは、領域によって異なるようで

ある。

本学においては、どのような要因が満足度に影響を

与えているのであろうか。小塩・吉住・佐藤・願興寺・

桐山（2010）では、1998年度から2010年度の全学部・

学科への新入生を調査対象として、入学年度による満

足度の変化と、満足度に影響を及ぼす要因を検討した。

そして、第１に、満足度は入学年度によって徐々に変

化することが明らかにされた。これは、学部・学科に

よって変化の方向性が異なっており、単に一定方向へ

の変化をするだけでなく、何らかの理由により上下に

変動する可能性が示唆されたことを意味する。第２に、

新設された学科は比較的高い満足度をもつ新入生が多

いことが示された。ただし、すべての学部・学科につ

いてそう言えるわけではなく、学科の特徴やその学科

の学問上の特徴、教員の意識や教育上の工夫、学生と

の接し方等、様々な要素がかかわることが推測された。

そして第３に、満足度に影響を及ぼす要因のひとつと

して、自律的な大学・学科選択を行うことが示唆され

た。大学受験に際し、不本意な入学や友人の影響など

他律的な大学選択よりも、自ら決めることが満足度の

向上に影響を及ぼすようであった。このことから、受

験生が自らの選択で大学選択を行うための進路指導に

つながる施策を行うことが、入学後の新入生の満足度

の高さにつながると示唆された。

これまで、大学および学科選択満足度については、

入学時のアンケートを分析対象としてきた。では、入

学後の満足度はどのように変化していくのであろうか。

鈴木・藤生（1999）は、大学入学直後の４月と、入

学６か月後の10月において、同一の対象者に調査を行っ

ている。そして、大学入学時において友人との良好な

経験をもち、大学に期待をもつ学生は、10月時点でよ

り大学生活に満足していることなどを示している。ま

た、４月の友人数は満足度に関連していないが、10月

の友人数は満足度と正の関連を示した。このことは、

大学に対する満足度と入学後の学生生活のあり方との

間に相互のかかわりが生じる可能性を示唆する。

本研究は、2009年度に中部大学に入学した学生につ

いて、入学直後の大学・学科選択満足度と１年後の満

足度を比較することを試みる。さらに、満足度に関連

する要因として、第１に悩みの内容、第２に相談相手

の種類、第３に大学生活の充実度を取り上げる。

見舘・永井・北澤・上野（2008）は、大学生の学習

意欲や満足度を規定する要因として、教員や友人との

コミュニケーションを取り上げて検討している。見舘

ら（2008）における質問項目を見ると、その研究で取

り上げられている教員や友人とのコミュニケーション

とは、質問や相談ができる相手としての教員や友人の

ことである。本研究では、教員や友人以外にも、父母

など親族や、事務職員、学生相談室との相談関係にも

広げて検討する。

また、相談という行為を行う前段階として、具体的

な個別の悩みがある。小塩・桐山・願興寺（2006）は、

大学新入生の悩みの内容が入学年度によって変化して

きていることを示しているが、個別の悩みの内容と全

体的な満足度との関連は検討されていない。
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さらに本研究では、大学生活の肯定的な側面にも注

目したい。そこで、充実した大学生活に関する質問項

目を用意し、満足度との関連を検討する。

以上のように、本研究では、2009年度新入生を対象

として、入学直後と１年後の縦断的調査を行う。入学

直後におけるアンケートからは、大学・学科選択満足

度のデータを抽出する。そして、１年後の４月におい

ても、同様に大学・学科選択満足度、悩みの内容、相

談相手、大学生活充実度を測定する。これらの関連要

因と、入学直後および1年後の満足度との関連を探索

的に検討する。

2 方法

2.1 調査手続き

第１回の調査は、2009年に新入生として入学してき

た学生を対象として行われた。新入生を対象とした研

修において、回答が行われた。第２回の調査は、2010

年４月に行われた在学生を対象とした健康診断を受診

した学生を対象に行われた。

2.2 調査内容

第１回調査における大学・学科選択満足度について

は、中部大学に入学し、現在の学科を選んだことにつ

いてあなたの気持ちは」という質問に対し、「満足で

ある」から「不満である」までに「その他」を加えた

６つの選択肢から１つを選ぶ形式で測定されている。

ここでは「不満である」を１点、「どちらでもない」

と「その他」を３点、「満足である」を５点とする、

５点満点に換算して用いた。このデータは、小塩・吉

住・佐藤・願興寺・桐山（2010）の分析対象の一部と

同一のものである。

第２回調査における大学・学科選択満足度は、「中

部大学に入学し、現在の学科を選んだことについての

あなたの気持ちを答えてください」という質問項目に

対して、「満足していない」から「満足している」ま

での５段階で測定された。

第２回調査においては、次の３つの質問項目群も同

時に調査された。第１に、悩みの内容である。「学業

一般に関して」「単位や成績について」など14項目に

ついて、「いいえ（０点）」「はい（１点）」の２段階で

回答が求められた。第２に、悩みの相談相手である。

「教員」「父親」など８つの相談対象について「いいえ

（０点）」「はい（１点）」の２段階で回答が求められた。

第３に、大学生活充実度である。学生相談や臨床心理

学を専門とする教員の協議を経て、「やりがいのある

ことを持っている」「自分は人の役にたつことができ

る」など、８つの質問項目を新たに作成した。「全く

当てはまらない（０点）」から「とてもあてはまる

（３点）」までの４段階で回答が求められた。

2.3 調査対象者

2009年度の新入生のうち、第１回調査に参加したの

は2459名であった。また、第２回調査に参加した学生

の総数は、２年生から４年生までの4459名であった。

これらのうち、2009年度新入生であり、かつ2010年

４月の第２回調査に参加した学生は、1608名（第１回

調査の65.39％）であった。

分析対象となった1608名の学部と性別ごとの人数お

よびその比率を表１に示す。男性1141名、女性466名

が分析対象となった。なお、経営情報学部において１

名、性別が不明の学生がいた。

3 結果と考察

3.1 満足度の特徴

分析対象となった1608名の、入学直後の学部・学科

選択満足度の平均は4.01（SD 0.93）であり、１年後

にあたる第２回調査における平均は3.41（SD 1.09）

であった。完全に同一の調査方法ではないものの、と

もに１点から５点までの幅で測定されていることを考

えると、１年の間に平均値が「どちらかといえば満足
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している」付近から、「どちらともいえない」と「ど

ちらかといえば満足している」との中間付近まで、低

下したことを意味する。

また、第１回調査における満足度と、第２回調査に

おける満足度との間の相関係数は、r＝.36（p＜.001）

という値であった。これは有意な相関係数ではあるも

のの、高い値であるとは言えないものであった。この

ことは、学部・学科選択の満足度が１年間に比較的変

動する傾向にあることを示唆する。

3.2 学部別の満足度の変化

学部別に、第１回調査と第２回調査における満足度

の平均値を描いたものが図１である。学部（７水準；

被験者間要因）×調査時期（２水準；被験者内要因）

の混合計画の分散分析を行ったところ、交互作用が有

意であった（F（6,1601）＝5.20,p＜.001）。

現代教育学部（0.92低下）、人文学部（0.69低下）、

工学部（0.65低下）については、１年間に比較的大き

く満足度が低下していた。それに対して、国際関係学

部については、第１回調査と第２回調査において大き

な低下は見られなかった（0.17低下）。

これまでに、小塩ら（2008b、2010）では、学部や

学科別の満足度を検討してきた。本研究で明らかにさ

れたことは、学部によって入学直後の満足度からの変

化の程度が異なるということである。入学後の満足度

の変化に対しては、各学部のカリキュラム等の内容が

大きく反映すると予想される。入学後の変化の様相に

ついては、さらに継続してデータを収集していく必要

があるだろう。

3.3 悩み内容と満足度の関連

第１回、第２回調査における満足度と、第２回調査

で得られた悩み内容との関連を表２に示す。

表２ 悩み内容と満足度の関連

第１に重要な点は、入学直後の満足度が、１年後の

悩み内容に関連しているという点である。「３．所属

学部・学科」「13．本学への入学」については、いわ

ば不本意入学に関連する悩みを表している。入学時の

進学に関する悩みを１年後も持ち越し、そのことが満

足度の低下に寄与している可能性が示唆される。また、
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第１回の満足度よりも第２回の満足度のほうが、「３．

所属学部・学科」「13．本学への入学」との間により

高い負の相関を示した。このことは、入学時の不満が

１年後の大学・学部・学科への所属に関する悩みを増

大させ、さらにそのことが不満を高めていくという影

響関係の存在を示唆する。入学後１年間で、学生が思

い描いていた大学生活と現実とのズレをより認識する

ようになり、その認識がさらに不満へとつながってい

るのではないだろうか。

第２に、「10．生き方について」「11．就職について」

「12．将来について」など将来に対する不安は、第１

回調査と第２回調査の満足度において、ほぼ同程度の

相関を示していた。これらは比較的、長期的な時間軸

をもった悩みであると考えられる。したがって、入学

直後の悩みの状態を、１年後も引き継いでいる可能性

があると考えられる。

第３に、「４．友人関係」「７．恋人関係」など同世

代の対人関係については、入学時よりも入学後の満足

度に関連するようである。

第４に、「14．なんとなくノイローゼ気味」につい

ては、第１回調査よりも第２回調査の満足度に比較的

大きな関連を示していた。この悩みは、対象が定まら

ない漠然とした悩みや不安を意味する。入学直後の満

足度とはあまり関連していない点を考えると、入学後

の漠然とした不安が満足度を押し下げることにかかわっ

ているのではないかと思われる。

3.4 悩みの相談相手と満足度の関連

悩みの相談相手と満足度との関連を、表３に示す。

悩みを抱いたときに、最も満足度の高さに関連する相

談相手は「4.母親」であり、次に「1.教員」であった。

また、第１回調査、第２回調査双方の満足度との関連

を考慮に入れると、母親、父親、教員、先輩を相談相

手に選ぶ学生は、比較的長期にわたって満足度が高い

傾向にあった。

ただし、これら結果は、これらの相談相手をもつこ

とが満足度を高めるという因果関係を表しているとは

限らない。学生の対人関係のパターンと満足度のもち

方との間の安定した関連である可能性も考えられるの

である。すなわち、もともと父母や教員、先輩といっ

た相手に相談しやすい学生は、大学生活においても満

足感を抱きやすいという可能性があるといえる。

また、「２．事務職員」「８．学生相談室」を相談相

手とすることと、満足度との間には関連がみられなかっ

た。しかしながら、これらの項目の平均は非常に低い

値であり（事務職員でM＝.02、学生相談室で M＝

.03）、ほとんどどの学生は、事務職員や学生相談室を

自らの悩みの相談相手として選択していないと言える。

事務職員を相談相手とする場合には、教務や学生生

活など、比較的深刻な悩みではない場合が多いと考え

られる。その一方で、学生相談室を悩みの相談相手と

する場合には、比較的深刻な悩みである場合が多いだ

ろう。すなわち、これらの悩みの相談相手は、それ以

外の相手と比べ、特定の悩みに特化した存在であるた

めに、全体的な満足度とは関連がみられなかったので

はないかと考えられる。

表３ 悩みの相談相手と満足度の関連

3.5 充実した大学生活と満足度の関連

大学生活の充実度を測定する項目と満足度との関連

を、表４に示す。すべての項目について、第１回調査

および第２回調査の満足度との間に有意な正の相関が

みられた。

特に、比較的高い相関がみられたのは、「６．大学

生活が充実している」「３．学内の生活環境に満足し

ている」であった。これらは、満足度の概念に近い、

大学生活の全体的な充実度や環境全体に対する満足の

程度を測定する項目であるため、この結果は予想の範

囲内であると言えるだろう。

その一方で、「１．やりがいのあることを持ってい

る」「８．大学の外に自分の居場所がある」などの項

目については、満足度との間にあまり大きな関連がみ

られなかった。ただし、いずれの項目についても、入

学直後と１年後ともに有意な関連を示していることか

ら、これらの項目で表現されるような大学生活におけ

る積極的な姿勢は、長期的な満足度にかかわることが

予想される。

4 最後に

本研究では、入学直後と約１年後の２時点における、

大学・学科選択満足度に注目し、その変化と関連要因

の検討を行った。得られた結果から、次のようなこと
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が言える。

田川（2011）は、大学にとって学生の満足度を高め

ることの理由を２点挙げている。第１に、受験生の獲

得である。在学生の満足度の高さは、受験生に対する

アピールにつながるといえよう。第２に、在学生の諸

問題の根底に満足度があると想定できる点である。学

生の満足度を高めることにより、退学者の減少や、大

学全体の活力の向上に結びつくことが予想される。

しかしながら、本学においては一部の学部を除き、

入学から１年後にかけて全体的な満足度は低下する傾

向にあった。もしも、学生の満足度が学生の諸問題に

かかわるのであれば、いかにして満足度を高めるかと

いう点に焦点を当てることが必要となる。

本研究の結果から示唆されることはいくつかあると

考えられる。

第１に、不本意入学に対するケアをしっかりと行う

ことである。不本意入学は、比較的長期間にわたり、

満足度を低下させるようである。受験制度上、不本意

入学を避けることは困難であるが、何らかの形で対処

することが必要となるであろう。

第２に、教員のみならず先輩が、悩みの相談相手と

なるような場を提供することが考えられる。大きな関

連がみられたわけではないものの、先輩への悩みの相

談は満足度の高さに関連がみられた。教員の職務負担

の多さを考えると、学生同士が話しあうことのできる

適切な場を設けることも、有効な手段であるように思

われる。

第３に、充実した学生生活を送るような環境の整備

である。大学の中に居場所があることや、楽しみにし

ている授業があることなど、学生生活を充実させるこ

とは、満足度の高さに結びついていると言える。

当然ながら、これらの施策を行う際にも、効果の裏

づけが必要となる。今後も地道な検討を重ねる中で、

学生にとってよりよい環境を提供することを考えるこ

とが必要となるであろう。
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大学入学時と１年後の満足度

表４ 充実した大学生活と満足度の関連
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